
期間
種
類 展示名 開催目的 展示内容 担当

7月3日～7月7日
常
設

山と森のこと　考えてみませんか
～山と森を漫画で知ろう！～

平成28年から国民の祝日とされた8
月11日「山の日」の周知を通じ、制
定の意義でもある「山に親しむ機会
を得て、山の恵みに感謝する」機会
となるよう、「山の日」や関連イベント
のPRを行うとともに、森林や林業を
漫画で分かりやすく紹介する展示を
行う。

平成28年から国民の祝日とされた8月11日「山の日」の周
知を通じ、制定の意義でもある「山に親しむ機会を得て、山
の恵みに感謝する」機会となるよう、「山の日」や関連イベン
トのPRを行うとともに、森林や林業を漫画で分かりやすく紹
介する展示を行う。

林野庁
森林利用課
山村振興・緑化推進室
山村振興企画係

7月10日～7月14日
特
別

ジビエ（シカ肉、イノシシ肉）をもっと知ろう！

　野生鳥獣の捕獲頭数が増加し、そ
のほとんどが埋設や焼却により処理
されている中で、ジビエ利用の拡大
により農村地域の所得に変えてい
く、マイナスをプラスに変える、そうし
た取組を全国に広げていく必要があ
る。
　全国各地におけるジビエ利用の取
組を分かりやすく紹介し、消費者に
対してジビエへの理解を深めてもら
う。

・野生鳥獣による農産物被害防止対策の内容紹介
・良質なジビエの提供に向けた移動式解体処理車の展示、
全国各地のご当地ジビエの紹介など、様々な分野における
ジビエの利用拡大に関する取組を紹介します。

農村振興局
農村政策部
農村環境課

7月24日～7月28日
特
別

「ガムの楽しさと噛むことの大切さを考える！」
チューインガムでリラックス！！
噛むことの大切さを考えよう

現在の食生活の中で噛むことの機
会が少なくなってきている子供に対
して、食育の観点から、ガムを通じ
た噛むことの大切さを伝えるととも
に、ポイ捨て防止といったマナーの
周知を行う。

各社のチューインガム展示、チューインガムの機能・効用及
び製造工程等をパネルで紹介、ガムのポイ捨て防止とマ
ナー啓発のＰＲ、チクルの展示を行います。
また、親子で体験する「手作りチューインガム教室」も開催
予定です。

食料産業局
食品製造課

7月31日～８月4日
特
別

カレーのヒ・ミ・ツを探検
―カレーで健康な体づくりを！―

国民食、学校給食の王様と言われ
る「カレー」には不思議な魅力がいっ
ぱい。
歴史、文化、健康などの視点から、
カレーの魅力と秘密に迫り、子供・
消費者に情報提供するとともに、身
近な米や野菜を使用したカレーを通
じた健康な体作りの提案や、一工夫
した美味しいカレーのレシピを提案
することにより、健康の増進、食育
の推進を図る。

・カレー製品とカレー粉を構成するスパイスの展示・説明
・カレーの歴史、種類、健康への効果、製造工程等に関す
るパネル展示
・体験コーナー（子どもカレー粉つくり体験教室）
・カレー及びスパイスに関する知識クイズ（優秀者には「カ
レー名人」の認定証）
・レシピ等の配布など

食料産業局
食品製造課

８月7日～８月10日
特
別

知ろう！防ごう！食中毒
～衛生的な手洗いから始めよう～

食中毒予防の基本である手洗いの
重要性を理解してもらい、食中毒予
防の意識づけをすることで、日頃の
生活の中で衛生管理を実践できる
よう提案する。

衛生的な手洗い方法を、体験コーナー（手洗い体験、手の
汚れ検査、顕微鏡観察）やＤＶＤ、展示パネル等によって来
場者に周知するとともに、個々の食中毒菌等の特徴や予防
ポイントを紹介。

公益社団法人
日本食品衛生協会

8月14日～8月18日
常
設

熊本地震からの復旧・復興を目指して（仮称）等
熊本県の復旧・復興について、全国
の方々に広く周知するとともに更な
る機運の醸成を図ることを目的とし
ます。

　熊本県が取り組む熊本地震からの復旧・復興の取組及び
『ため池フォーラム2017ｉｎくまもと』の内容について紹介しま
す。
　平成28年熊本地震から1年が経過しようとしている現在で
も多くの県民が仮設住宅などでの生活を余儀なくされてい
ます。これら県民生活だけでなく、重要な基幹産業である農
林水産業においても、農地や農業用施設の損壊など著しい
被害が生じています。また、本年10月には、地震被害を踏
まえたため池の防災的な役割などを広く周知することを目
的として『ため池フォーラム2017ｉｎくまもと』を熊本県で開催
することとしています。
　それら内容について、全国の方々に広く周知するととも
に、復旧・復興に向けた更なる機運の醸成を図ることを目
的に開催します。

熊本県
農林水産部農村振興局
農村計画課

８月28日～９月１日
特
別

考えていますか、災害時の食料のこと
～家庭備蓄で災害時も安心～

国民に対し、地震等の大規模災害
時に備えた家庭での食料品備蓄の
重要性を認識いただくとともに、その
ポイントや適した食料品を知ってい
ただき、各家庭での備蓄の実施の
更なる拡大につなげる。
また、農林水産省が行う災害対策
の理解を深めてもらう。

９月１日は防災の日です。昨年発生した熊本地震において
も、改めて地震等の大規模災害時に備えた家庭での食料
品備蓄の重要性が認識されています。
地震等の大規模な災害時には、一時的に食料が手に入ら
なくなる可能性があり、家庭で最低でも３日分、出来れば１
週間分程度の備蓄に日頃から取り組むことが重要です。
期間中は、家庭備蓄に係るパネルの展示、備蓄に使える
食品の展示と特徴の説明、パンフレットの配布等を行いま
す。また、農林水産省が実施する被災地への応急食料の
供給や農林水産関係の被害の復旧への取組も紹介しま
す。

大臣官房政策課
食料安全保障室

大臣官房文書課
災害総合対策室

９月４日～９月８日
特
別

岩手県・宮城県・福島県　農業農村復旧復興パネル
展

地方自治法等により派遣応援をい
ただいている３県が、平成29年度の
収穫のお知らせと、それら農産物等
の消費呼びかけ、そして、復旧復興
に対する応援への感謝につい報告
し、東日本大震災の風化を防ぐも
の。

岩手県・宮城県・福島県における、東日本大震災の農業農
村の復旧復興状況と、今年度の収穫についてお知らせする
パネル展

宮城県
農林水産部
農村振興課

９月11日～９月15日
特
別

お米でみんなを元気に！
～食べて！見て！知ろう　お米・米粉の魅力～

米の消費は、食の多様化・少子高
齢化等により年々減少しているが、
我が国の大切な食料生産基盤であ
る水田を維持し、国内農業の振興を
振興していく上で、その消費拡大取
り組むことが重要。このため、めざま
しごはんキャンペーンの紹介や米飯
学校給食の推進の取組、米を使っ
た郷土料理の紹介等の米消費拡大
に向けた取組の紹介、米粉の利用
法、米粉を利用した新しい商品の紹
介等を通じその魅力をアピールす
る。

・米・米粉食品の試食
・米飯学校給食の推進・米粉のレシピ集等、米の消費拡大
についてのパンフレットの配布、米粉食品の展示
・パネル及びポスターの展示　等

政策統括官付
穀物課

９月25日～９月29日
特
別

木づかい推進月間
～身近な国産材製品と木育のご紹介～

木製品の素晴らしさを再認識しても
らい、日常生活に国産材製品を取り
入れてもらうよう普及啓発を図る。

１０月は「木づかい推進月間」です。暮らしの中に国産材の
製品を取り入れる「木づかい」を行うことにより、その収益が
山に還元され、間伐等の森林整備が進み、地球温暖化防
止や国土保全につながり日本の森林を育てます。
本展示では、身近な国産材製品と木育についてご紹介しま
す。

林野庁
林政部
木材利用課

平成29年6月1日現在

平成29年後期（７月～12月）スケジュール

農林水産省「消費者の部屋」



10月2日～10月6日
特
別

ココロにおいしい、冷凍食品 冷凍食品産業の振興及び消費者へ
の普及啓発を図る。

１０月１８日は「冷凍食品の日」です。冷凍食品を使うこと
で、時間の余裕と心のゆとりが生まれ、生活の質を向上さ
せることができます。
-18℃以下で管理されているため細菌が活動できず衛生的
なことや、急速凍結により栄養や美味しさが保たれているこ
となどをお知らせします。
さらに、家庭用だけでなく給食や外食産業等でも冷凍食品
が使われていることを試食も交え紹介します。

食料産業局
食品製造課

10月10日～10月13日
特
別

森からの恵み
～きのこや特用林産物～

特用林産物に関する理解の促進と
普及による需要拡大

10月15日は「きのこの日」。きのこ類をはじめ、木炭、竹、漆
等の特用林産物について、パネル、パンフレット等によりわ
かりやすく解説するとともに、実物のきのこ木炭、竹等を展
示・紹介します。

林野庁
林政部
経営課

10月16日～10月20日
特
別

統計でみる「農林水産業の姿」（仮称）

広く消費者等一般国民に対して統
計調査の普及、広報を行うことで、
統計に対する消費者等国民の理解
と関心を深め、統計調査に対する国
民の一層の協力の推進を図る。

10月18日は「統計の日」です。農林水産統計調査等の結果
から見た全国及び地域の農林水産業をパネル・報告書等
で紹介するとともに、水稲収穫量調査のしくみ等について展
示を行います。

統計部
統計企画管理官

10月23日～10月27日
特
別

世界農業遺産・日本農業遺産（仮）
世界農業遺産・日本農業遺産の認
知度の向上及び、保全活動への消
費者の理解増進を図る。

世界農業遺産とは、地域の伝統的な農業・農法とそれに関
わって育まれた文化、景観、生物多様性が一体となった“世
界的に重要な農業システム”を国連食糧農業機関（ＦＡＯ）
が認定する仕組みです。日本農業遺産とは、世界農業遺
産の考え方をベースとしながら日本独自の基準を追加し、
我が国において重要かつ伝統的な農林水産業を営む地域
を農林水産大臣が認定するものです。これら地域の取組を
地域特産品の紹介やポスター展示などで紹介します。

農村振興局
農村政策部
農村環境課

10月30日～11月2日
特
別

さつまいも・じゃがいもの週
～いもの魅力、再発見！～

かんしょ・ばれいしょが最も美味しい
季節に、かんしょ・ばれいしょについ
ての理解を深めてもらい、消費拡大
を図る。

「さつまいも・じゃがいも」は、生食用のほか加工食品やデン
プン等の様々な食品に加工され、私達の身近な食品に広く
利用されています。また、近年は、それぞれの用途に合っ
た新しい品種が多く開発されており、東アジアや東南アジア
を中心に海外でも日本のさつまいのも人気が高まっている
など、いま注目の食材です。
本展示では、日頃店頭では見かけない品種とその特性を
紹介するとともに、さつまいも・じゃがいもを使った製品や調
理法の紹介、試食などを行います。

政策統括官付
地域作物課

11月６日～11月10日
特
別

国有林野で遊び、学ぼう！
～スキー場や森林環境教育などの紹介～

国民に開かれた国有林の取組の紹
介

森林環境教育の取組など国有林野を利用した様々な取組
を紹介するほか、全国各地にある「レクリエーションの森」に
おけるスキーをはじめとした森林レクリエーションについて
紹介します。

林野庁
経営企画課
国有林野総合利用推進室

11月13日～11月17日
特
別

「和の空間」でおもてなし
～伝統ある和の文化　お茶、畳、和装の紹介～

我が国の伝統である和の文化の素
晴らしさを消費者に訴求し、理解を
深めてもらうことにより、国産のお
茶、いぐさ製品、絹製品、花きの消
費拡大を図る。

日本の伝統文化であるお茶・畳・和装をパネル等でわかり
やすく紹介します。展示では、バラエティ豊富な製品をご紹
介するとともに、原料となるお茶、いぐさ、蚕、繭、花きなど
を紹介します。

生産局
地域対策官付

11月20日～11月24日
特
別

太陽と大地の恵み　砂糖
～日本の砂糖の安定供給を支える仕組み～

消費者が砂糖を購入することによ
り、北海道や鹿児島、沖縄の甘味資
源作物生産農家や国内産糖の製造
工場を支援することにつながる価格
調整制度の仕組みを分かりやすく紹
介し、制度への理解を深めてもらう。

砂糖は私たちが生活する上で欠かすことの出来ない食品
であり、日本の食料自給率の維持にも大きく寄与していま
す。私たちが毎日いろいろな形で摂取している砂糖の安定
供給を支える仕組みをパネルでわかりやすく紹介します。
また、ひと口に砂糖といっても、その形、色、風味もさまざま
です。展示では、バラエティ豊富な砂糖とその特性を紹介す
るとともに、原料のさとうきびやてん菜が地域経済や雇用な
どを支えていることを紹介します。

政策統括官付
地域作物課

11月27日～12月１日
特
別

環境にやさしい農業の魅力（仮）

オーガニック・エコ農業に関する取
組の紹介や農産物・加工品の展示
等を行うことにより、これらの農業に
対する消費者の理解増進を図る。

環境にやさしい農業（オーガニック・エコ農業）は、地域の環
境保全、生物多様性保全、地球温暖化防止など多様な公
益的価値を有する物です。オーガニック・エコ農業に触れる
機会として、これら農業に関する施策や農家の取組紹介、
農産物や加工品の展示等を行います。

生産局
農業環境対策課

12月4日～12月8日
特
別

福島の森からイイモノ、お届け
－がんばる福島産の木材・木製品・林産物－

福島県への関心の風化および福島
県の林業・木材産業等での放射性
物質にかかわる風評被害の払拭を
図る。

福島県の木材や特用林産物の安全性についてＰＲするた
めに、特用林産物・木工品等の展示、生産者から消費者へ
のメッセージ、福島産品の販売及び、森林の現状等につい
てパネル等展示を行います。

林野庁
研究指導課

12月11日～12月15日
特
別

木とスト－ブのある暮らし展

木質バイオマスストーブ、木製家
具、木製おもちゃ等を暮らしに取り
入れることにより、木質資源の有効
活用を図り、森林の整備に繋げる。

薪ストーブ、ペレットストーブ、木製家具、木製おもちゃ等に
ついて紹介します。また、消費者の部屋に常設している薪
ストーブを稼働し、来場者にその暖かさを実感していただき
ます。

林野庁
林政部経営課
特用林産対策室

12月18日～12月22日
特
別

遺伝子組換えカイコによる蚕業革命

遺伝子組換えカイコが生産する有
用物質について、現物（製品、光る
シルク等）やパネル展示等で紹介す
ることにより、消費者へ認知してもら
うとともに、アンケートにより反応を
把握する。

新たな地域産業の創出が期待される遺伝子組換えカイコに
よる医薬品や化粧品の原料生産（人コラーゲン等）や新シ
ルク素材（光るシルク、クモ糸シルク等）の開発状況を紹介
します。

農林水産技術会議事務局
研究企画課
技術安全室

（１）入場無料です。

（２）特別展示は、期間中の月曜日から金曜日まで行っています。ただし、祝祭日、年末年始は閉室です。

（３）開室時間は、１０時から１７時までです。ただし、展示初日は１２時から１７時、展示最終日は１０時から１３時です。

　　 

　　 詳しくは、消費者の部屋にお問い合わせ下さい。 ＴＥＬ：０３－３５９１－６５２９

※この展示スケジュールは、予告なく追加・変更されることがあります。
※常設展示はパネル等の展示のみとなります。

「消費者の部屋」は、農林水産省が消費者の皆さまとコミュニケーションを深めるために、農林水産行政や食生活などについての情報提供を

行っています。これからもよりよい消費者行政を目指して参りますので、どうぞお気軽にご利用下さい。

【連絡先】
住所 ： 〒１００－８９５０ 東京都千代田区霞が関１－２－１
電話 ： ０３－３５９１－６５２９ （一般相談）

０３－５５１２－１１１５ （子ども相談）
ＦＡＸ ： ０３－５５１２－７６５１
ホームページ ： http://www.maff.go.jp/j/heya/
開室時間 ： 月～金曜日の１０時～１７時（祝日・年末年始を除く。）

（ただし、特別展示の初日は１２時から、最終日は１３時まで）


